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A NOTE ABOUT THE MEASURAMENT OF SIKA DEER

(CERVUS NIPPON CENTRALIS) IN ISHIKAWA PREFECTURE

　平成４年10月20日に松任市木津町の刈り取り後の水田でオスのホンシュウジカを保護し，計測した

ので報告する。

　この個体が，保護される以前の動きを目撃例で地図上に示すと図１のようになる。すなわち，平成

４年(1992)10月５日午前8時ごろには辰口町和佐谷の手取川河川敷で(沢　浩人氏目撃　鶴来町白山町

在住),同年10月６日には辰口町灯台笹(とだしの),同年10月11日午後４時30分には鳥越村神子清水

　(本　瑞昭氏目撃　小松市軽海在住),同年10月12日午前には鳥越村字下吉谷綿が滝付近(畑　他恵治

氏目撃　鳥越村下吉谷在住),同日午前８時50分頃に鳥越村西佐良(西山久雄氏目撃　鳥越村鳥越村西

佐良在住),翌10月13日には尾口村字瀬戸の瀬女高原スキー場のゲレンデで目撃された。その後白山麓

での目撃はなくなったが，保護された同年10月20日の朝には野々市町下林で目撃され，同日午後には

松任市木津町に移動したが，午後５時過ぎに刈り取り後の水田でオスのホンシュウジカを保護した。

　石川県内でのホンシュウジカの生息は大正元年(1912)9月13日に現在の輪島市輪島崎町観音山で捕

獲され(岩田　1972),大正２年に能都町狙倉(まないたぐら)大石山で３頭のシカを射殺したのが最

後とされている(岩田　1980)。それ以前にはかなりの数のホンシュウジカが、能登半島の中央部能登
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島周辺で冬越ししていたと言われる。雪に弱く，雪の少ない中能登，能登島はシカの冬越し地であっ

た。明治27年(1894)の大雪と餌の笹の枯死により，さまよい出たシカが能登島で海辺で大量に捕獲さ

れた。この年に能登島に軍隊が出動し，行き迷ったシカを300頭とも400頭とも言われる数を射殺し，

府中(七尾)の波止場に陸揚げして大八車数台に山積みにし，市中を運んだと七尾在住の古老の話が

ある(川端　1982)。

　その後石川県でのホンシュウジカの生息の情報はなく，昭和59年(1984)10月29日に北陸自動車道の

尼御前サービスエリア付近で交通事故のため死亡した雄の個体が発見されている。県内で発見された

のは，記録の上ではこれが二度目である(野崎　1985)。石川県内での雄のホンシュウジカの発見は，

いずれも10月であるが，これはホンシュウジカの発情期に一致する。ホンシュウジカは，発情期には
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いると雄は縄張りを張り，その中に雌を呼び込み交尾をすることが知られているが，縄張りを張れな

かった雄は分布域から遠く離れた地域に分散するといわれている。富山県内にもホンシュウジカは生

息しないが, 1968年10月22日に富山市内の神通川河畔で雄のホンシュウジカが発見されたという記録

　（野崎　前出）がある。中部地方におけるシカの分布域は，長野県八が岳以南の伊那地方山梨，静岡

県，岐阜県の美濃地方，愛知県，福井県の若狭地方以南であり，石川県に最も近い分布域は福井県若

狭地方か，岐阜県美濃地方である。今回発見されたシカがこのようなシカに当たるかどうかは推定の

域を出ないが，これらの地方からの放浪個体である可能性は考えられる。
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